







　However,	Taniguchi	 and	Amano	（2009）	 showed	 that	 this	 approximation	

















































ど は平均から大きくばらつく確率変数となる。次に と の共分散
	を定義する。
　　　　　 	 （2）






















　　　　　 定数　（任意の ）	 （10）
　　　　　 	 （11）
更にこの条件は自然に以下のように書き直すことができる。
　　　　　 定数　（任意の ）	 （12）
　　　　　 	 （13）














































　　　　　 ， 	 （20）
が次で推定されたとする。
　　　　　 ， 	 （21）
この ， を ARMAモデル
　　　　　 	 （22）

































































ここに は の 次の標本部分自己相関関数である。先行文献と今ま
での解説より，もし仮定した ARMA（p,q）モデルが正しければ ， ，
は 分布で近似できるとされた。そして は 分布に収束







と ， ， を比較する。	このセッティングの
もとでは は 分布に収束し ， ， は 分布で近似でき
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るとされたのでこれらの 分布への近さを見る。
　ここで 分布の平均は 1，分散 2なので ， ， ， の標
本平均と標本分散がそれぞれどのくらい 1と 2に近いかを見る。標本平均につ
いては図 1，標本分散は図 2に描いた。
　更に図 3には ， ， ， の ％の有意水準を描いた。
（数値解析はデータ の長さ ，数値解析の回数は 1000回で行った。）
（また図の横軸はモデルの母数 を取り， を とした。）
　図 1より明らかに の方が他の Portmanteau検定より標本平均が 1に
近いことが分かる。つまり平均に関しては の方が他の Portmanteau検
定より 分布へ近いことが分かる。
　図 2より明らかに の方が他の Portmanteau検定より標本分散が 2に
近いことが分かる。つまり分散に関しては の方が他の Portmanteau検
定より 分布へ近いことが分かる。
　図 3より の有意水準の方が明らかに他の Portmanteau検定より大き





ここでは は平均 0，分散 1のMR（1）モデルとしその自己共分散関数を




に従っていれば は 分布に従うので， が 分布の




， は AR（1）モデルが正しいとき 分布で近似できるとされ
たので同様に の ％点をこれらの Portmanteau検定がどの位超える
かを見ることにより実際に AR（1）モデルでないモデルをどの位，これらの
Portmanteau検定が検出するかを見る。図 4では ， ， ，
の検出力を，図5では ， ， ，
の検出力を描いた。
　（データ の長さ ，数値解析の回数は 1000回とした。）
　（また図の横軸はモデルの母数 を取り， を とした。）
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